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事業計画書【床の断熱改修】 

■断熱改修の面積 

※小数第三位以下切捨て 

※見積書記載の施工面積 

床 

（部分施工） 

※1 居室単位 
 ㎡ 

（全面施工）  ㎡ 

■断熱性能 

商品名  

メーカー名  

断熱材の種類  

熱伝導率  W/ｍ・K 

■断熱材の熱抵抗値の基準値 

（一戸建ての住宅） 

住宅の種類 断熱材の施工方法 部位 
熱抵抗の 

基準値 

□鉄筋コンク

リート造 

□外断熱工法 
□外気に接する部分 3.2 

□その他の部分 1.8 

□内断熱工法 

または両面断熱工法 

□外気に接する部分 2.3 

□その他の部分 1.3 

□木造 

□充填断熱工法 
□外気に接する部分 3.3 

□その他の部分 2.2 

□外張断熱工法 

または内張断熱工法 

□外気に接する部分 2.5 

□その他  

□枠組壁工法 

□充填断熱工法 
□外気に接する部分 3.1 

□その他の部分 2.0 

□外張断熱工法 

または内張断熱工法 

□外気に接する部分 2.5 

□その他の部分  

□鉄骨造 
□外張断熱工法 

または内張断熱工法 

□外気に接する部分 2.5 

□その他の部分  

■断熱材の厚さ（㎜） 

（熱抵抗の基準値×使用する断熱材の熱伝導率×1000） 

必要な断熱材の厚さ 導入する断熱材の厚さ 

左の計算式をもとに記入してください 

   （㎜） （㎜） 

■工事期間 年   月   日  ～   年   月   日 

交付申請額 

※千円未満切り捨て 

□ 全面施工 60,000 円 （一律） 

□ 部分施工 20,000 円 (一律) 
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事業計画書【外壁の断熱改修】 

■断熱改修の面積 

※小数第三位以下切捨て 

※見積書記載の施工面積 

外壁 

（部分施工） 

※1 居室単位 
 ㎡ 

（全面施工） 

※全階層施工 
 ㎡ 

■断熱性能 

商品名   

メーカー名   

断熱材の種類   

熱伝導率  W/ｍ・K 

■断熱材の熱抵抗値の基準値 

（一戸建ての住宅） 

住宅の種類 断熱材の施工方法 熱抵抗の基準値 

□鉄筋コンクリート造 

□外断熱工法 

又は両面断熱工法 
1.8 

□内断熱工法 2.7 

□木造 

□充断熱工法 2.2 

□外張断熱工法  

又は 内張断熱工法 
1.7 

□枠組壁工法 

□充填断熱工法 2.3 

□外張断熱工法 

又は 内張断熱工法 
1.7 

□鉄骨造 
□外張断熱工法 

又は 内張断熱工法 
1.7 

■断熱材の厚さ（㎜） 

（熱抵抗の基準値×使用する断熱材の熱伝導率×1000） 

必要な断熱材の厚さ 導入する断熱材の厚さ 

左の計算式をもとに記入してください 

（㎜） （㎜） 

■工事期間 年  月  日     ～    年  月  日 

 

交付申請額 

※千円未満切り捨て 

□ 全面施工 100,000 円 （一律） 

□ 部分施工 40,000 円 （一律） 
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事業計画書【天井・屋根の断熱改修】 

■断熱改修の面積 

※小数第三位以下切捨て 

※見積書記載の施工面積 

天井・屋根 

（部分施工） 

※1 居室単位 
 ㎡ 

（全面施工）  ㎡ 

■断熱性能 

商品名   

メーカー名   

断熱材の種類   

熱伝導率  W/ｍ・K 

■断熱材の熱抵抗値の基準値 

（一戸建ての住宅） 

住宅の種類 断熱材の施工方法 熱抵抗の基準値 

□鉄筋コンクリー

ト造 

□外断熱工法 6.1 

□内断熱工法 5.4 

□両断熱方法 4.0 

□木造 

□充填断熱工法 
□屋根 4.6 

□天井 4.0 

□外張断熱工法  

又は内張断熱工法 
4.0 

□枠組壁工法 

□充填断熱工法 
□屋根 4.6 

□天井 4.0 

□外張断熱工法  

又は内張断熱工法 
4.0 

□鉄骨造 
□外張断熱工法  

又は内張断熱工法 
4.0 

■断熱材の厚さ（㎜） 

（熱抵抗の基準値×使用する断熱材の熱伝導率×1000） 

必要な断熱材の厚さ 導入する断熱材の厚さ 

左の計算式をもとに記入してください 

（㎜） （㎜） 

■工事期間 年  月  日     ～    年  月  日 

 

交付申請額 

※千円未満切り捨て 
 30,000 円 （一律） 

 

 

 


